


伊
勢
湾
を
干
拓
し
て
生
ま
れ
た　
　
　

水
郷
の
ま
ち
・
弥
富
市

木
曽
川
下
流
左
岸
に
位
置
す
る
弥
富
市
は
、
江
戸

時
代
に
伊
勢
湾
を
干
拓
し
て
生
ま
れ
た
海
抜
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
で
す
。
明
治
以
降
は
、
新
東
海
道

が
通
る
よ
う
に
な
り
、
街
道
沿
い
に
商
業
地
が
発

達
。
現
在
は
、
都
市
部
か
ら
農
村
部
、
海
岸
部
を

持
つ
豊
か
な
地
域
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

重要文化財　服部邸

弥生・鎌倉時代の海岸線

１

地
域
の
歴
史

市
江
島
か
ら
始
ま
っ
た
弥
富
の
歴
史

　

愛
知
県
の
西
端
に
位
置
す
る
弥
富
市
は
、

平
成
一
八
年（
二
〇
〇
六
）四
月
に
海
部
郡

弥
富
町
が
同
郡
十
四
山
村
を
編
入
合
併
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
市
域
の
ほ
と
ん
ど
が

周
囲
を
海
岸
堤
防
・
河
川
堤
防
で
囲
ま
れ

た
海
抜
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
す
。

　

原
始
か
ら
古
代
ま
で
の
弥
富
市
域
は
、

ほ
と
ん
ど
が
伊
勢
湾
の
海
中
で
あ
っ
た

た
め
遺
跡
な
ど
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
市

域
が
最
初
に
歴

史
に
登
場
す
る

の
は
平
安
末
期

で
、
津
島
市
と

弥
富
市（
五ご

の
さ
ん

之
三・

荷に
の
う
え
之
上
・
鯏う
ぐ
い
う
ら浦地

区
）に
ま
た
が
る

市
江
島
が
開
発
さ

れ
は
じ
め
て
い
ま

し
た
。
市い

ち
え
じ
ま

江
島
は

室
町
時
代
に
開

発
が
進
み
ま
し
た

が
、
当
時
は
尾
張・

伊
勢
の
国
境
は
明
確
で
な
く
、
市
江
島
は

入
植
者
が
伊
勢
長
島
か
ら
入
っ
た
者
が
多

か
っ
た
こ
と
か
ら
伊
勢
国
を
称
し
て
い
た

よ
う
で
す
。

織
田
信
長
と
一
向
一
揆

　

戦
国
時
代
に
市
江
島
一
帯
を
支
配
し
て

い
た
の
は
、
鯏
浦
に
拠
点
を
置
い
た
豪
族・

服
部
一
族（
服
部
党
）で
し
た
。
服
部
党
は
、

長
島
一
向
一
揆
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
し

た
が
、
天
正
二
年（
一
五
七
四
）織
田
信
長

の
侵
攻
に
よ
っ
て
一
揆
勢
は
潰
滅
し
ま
し

た
。
そ
の
殲
滅
戦
は
苛
烈
を
き
わ
め「
市
江

島
以
南
、
猫
一
匹
と
て
生
け
る
も
の
な
し
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
、
市
江
島
は
無
人
の

荒
野
と
な
り
ま
し

た
。

　

荒
廃
し
た
市
江

島
に
、
宇
佐
美・
服

部
・
佐
藤
・
伊
藤
四

家
が
入
植
し
農
民

を
集
め
て
復
興
に

あ
た
り
ま
し
た
。

こ
の
四
家
は
、
信

長
の
侵
攻
以
前
に
市
江
島
が
津
島
祭
に
出

し
て
い
た
車だ

ん
じ
り
ふ
ね

楽
舟
を
再
興
し
た
こ
と
か
ら

「
車
屋
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
の

一
人
、
服
部
正
友
が
建
て
た
屋
敷
が
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
荷
之

上
の
服
部
邸
で
す
。

尾
張
藩
の
新
田
開
発

　

戦
乱
が
収
ま
り
幕
藩
体
制
が
確
立
す
る

と
、
諸
藩
は
こ
ぞ
っ
て
新
田
開
発
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
尾
張
藩
の
新
田
開
発
の
中

心
は
伊
勢
湾
の
干
拓
地
で
、
弥
富
市
域
の

ほ
と
ん
ど
が
、
江
戸
時
代
以
降
に
干
拓
に

よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
土
地
で
す
。

　

二
代
藩
主
光
友
の
時
代
に
な
る
と
、
藩

の
普
請
奉
行
や
勘
定
奉
行・
野
方
奉
行
な
ど

が
新
田
の
造
成
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
新
田
開
発
を
希
望
す
る
富
商・
豪
農
が

奉
行
所
に
目
論
見
書
を
付
け
て
申
請
し
認

め
ら
れ
る
と
、
申
請
者
か
ら
敷
金
を
と
っ

た
奉
行
所
が
堤
防・
杁・
橋
な
ど
を
造
り
ま

す
。
完
成
後
は
出
資
者
を
年
貢
免
除
の
年

限（
鍬
下
年
季
）を
設
け
て
地
主
と
し
た
り
、

新
田
の
一
部
を
除
地（
年
貢
免
除
地
）と
し

て
与
え
た
り
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
七
世
紀
末
に
な
る
と
、
藩

財
政
が
悪
化
し
た
め
、
新
田
開
発
は
町
人

に
任
せ
る
方
式
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
新

田
開
発
の
希
望
者
は
、
敷
金
を
藩
に
納
め

て
開
発
の
権
利
を
取
得
し
、
自
ら
開
発
工



現在の間之川付近
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弥富市の新田開発図

「ふたつやの渡」の碑

尾張大橋

地
域
の
歴
史

2

事
を
行
う
こ
と

で
長
期（
一
〇
年

〜
一
五
年
）の
鍬

下
年
季
を
得
る

よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

干
拓
水
田
の

開
発
は
、
出
資

者
に
莫
大
な
利

益
を
も
た
ら
す

反
面
、
非
常
に

リ
ス
ク
の
高
い

事
業
で
し
た
。

海
岸
堤
防
は
、

台
風
高
潮
に
よ
っ
て
度
々
破
堤
し
、
新
田

は
海
水
に
浸
か
り
ま
し
た
。
中
に
は
復
旧

の
目
処
が
た
た
ず
、
新
し
い
出
資
者
に
よ

る
再
開
発
が
行
わ
れ
る
ま
で
亡
所
と
な
る

新
田
も
あ
り
ま
し
た
。

間
之
川
と
境
杭

　

江
戸
時
代
当
初
、
弥
富
市
域
の
主
だ
っ

た
土
地
は
市
江
島
の
一
部
お
よ
び
木
曽
川

と
海え

び

え
老
江
川
に
囲
ま
れ
た
五
明
輪
中
で
、

こ
れ
ら
は
伊
勢
国
長
島
藩
領
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
江
島
が
尾
張
領
に

な
り
、
尾
張・
伊
勢
の
国
境
は
市
江
島
と
五

明
輪
中
の
間
を
流
れ
る
海
老
江
川
と
な
り

ま
し
た
。
五
明
輪
中
は
、
幕
府
直
轄
地
と

し
て
笠
松
代
官
所
支
配
下
と
な
り
、
明
治

一
三
年（
一
八
八
〇
）愛
知
県
に
編
入
さ
れ

る
ま
で
は
伊
勢
国
で
し
た
。

　

尾
張
側
か
ら
森も

り
づ津
・
芝
井
・
寛
延
・
稲い
な
も
と元

と
新
田
が
つ
く
ら
れ
、
伊
勢
側
か
ら
鍋
田

川
を
超
え
て
加か

い
な稲
・
加
稲
九
郎
次
新
田
が

開
発
さ
れ
る
と
尾
張
藩
と
長
島
藩
の
間
で

国
境
を
め
ぐ
る
争
い
が
お
こ
り
、
両
藩
は
、

加
稲
と
狐き

つ
ね
じ地
間
を
流
れ
る
川
を
間
之
川
と

し
て
国
境
に
取
り
決
め
ま
し
た
。
貞
享
四

年（
一
六
八
七
）両
藩
役
人
が
立
会
い
、
川

中
に「
御
境
杭
」が
立
て
ら
れ
、
何
人
も
触

れ
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
ま
し
た
。
杭
は
、

加
稲
新
田
と
間か

ん
ざ
き崎
新
田
、
加
稲・
加
稲
九
郎

次・
三
好
新
田
と
稲
元・
狐
地
新
田
の
間
に

打
た
れ
、
そ
の
後
、
開
発
が
進
む
と
富
崎

新
田
と
稲い

な
こ狐
新
田
間
に
、
さ
ら
に
境
新
田

と
三さ
ん
と稲
新
田
間
に
打

ち
増
し
さ
れ
て
行
き

ま
し
た
。

　

現
在
の
弥
富
市
で

江
戸
時
代
に
伊
勢
国

に
属
し
て
い
た
地
域

は
、
廃
藩
置
県
で
三

重
県
に
属
す
る
事
に

な
り
ま
す
が
、
明
治

一
三
年（
一
八
八
〇
）、

鍋
田
川
が
愛
知
・
三

重
県
境
と
定
め
ら
れ
愛
知
県
に
編
入
さ
れ

ま
し
た
。

　

明
治
二
〇
年（
一
八
八
七
）か
ら
始
ま
っ

た
明
治
改
修
で
は
、
筏
川
が
締
め
切
ら
れ
、

五ご
み
ょ
う明
輪
中
が
木
曽
川
堤
防
の
堤
内
地
に
な

る
な
ど
、
木
曽
川
筋
の
地
形
は
大
き
く
変

貌
し
て
行
き
ま
し
た
。

新
東
海
道
と
前
ヶ
須
湊

　

江
戸
時
代
、
東
海
道
の
熱
田
宿
か
ら
桑

名
宿
に
至
る
ル
ー
ト
は
、
直
接
舟
で
渡
る

「
七
里
の
渡
」か
、
佐
屋
湊
か
ら
渡
る「
三
里

の
渡
」の
い
ず
れ
か
で
、
ル
ー
ト
か
ら
は
ず

れ
た
弥
富
市
域
に
は
商
業
の
中
心
地
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代

後
期
に
な
る
と
、
佐
屋
川
が
河
床
上
昇
に

よ
り
通
船
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な
り
、

佐
屋
宿
の
渡
船
機
能
は
低
下
し
て
行
き
ま

し
た
。
明
治
五
年（
一
八
七
二
）に
は
、
前
ヶ

須
街
道（
新
東
海
道
）が
完
成
し
て
、
佐
屋

街
道
に
替
わ
り
公
道
と
し
て
の
地
位
を
得

ま
し
た
。
街
道
の
西
端
に
設
け
ら
れ
た
前
ヶ

須
湊
か
ら
木
曽
三
川
を
渡
る
渡
船
は「
ふ
た

つ
や
の
渡
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
交
通
の
要

所
と
な
っ
た
前
ヶ
須
は
海
西
郡
の
中
心
地

と
し
て
郡
役
所・
警
察
署
な
ど
の
官
公
庁
が

集
ま
り
商
業
地
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　

新
東
海
道
は
、
大
正
八
年（
一
九
一
九
）

国
道
一
号
線
と
な
り
、
昭
和
八
年
に
木
曽

川
を
渡
る
尾
張
大
橋
が
、
翌
九
年
に
揖
斐・

長
良
川
の
伊
勢
大
橋
が
完
成
し
、「
ふ
た
つ

や
の
渡
」は
そ
の
役
割
を
終
え
ま
し
た
。
尾

張
大
橋
の
建
設
と
と
も
に
、
名
古
屋
〜
前
ヶ

須
間
の
一
号
線
は
、
直
線
的
な
現
在
の
ル
ー

ト
に
造
り
か
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
は
、
市
内
を
通
過
す
る
国
道
二
三

号
・
東
名
阪
自

動
車
の
供
用
に

よ
っ
て
、
さ
ら

に
交
通
の
利
便

性
の
高
い
地
域

と
な
り
、
幹
線

道
路
沿
い
・
鉄

道
駅
周
辺
を
中

心
に
商
業
地
・

宅
地
開
発
が
進

み
、
都
市
部
か

ら
農
村
部
、
海

岸
部
を
持
つ
豊

か
な
地
域
と
し

て
発
展
し
て
い

ま
す
。
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筏
川
の
用
排
水
利
用
と　
　
　

木
曽
川
用
水

江
戸
時
代
に
木
曽
材
の
流
送
に
使
わ
れ
て
い
た

筏
川
は
、
締
め
切
り
後
も
用
排
水
路
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
不
安
定
だ
っ
た

干
拓
地
の
用
水
確
保
は
、
木
曽
川
用
水
の
完
成
に

よ
っ
て
解
消
さ
れ
、
豊
か
な
農
業
地
帯
に
発
展
し

ま
し
た
。

六門樋門

筏川の現況（新筏川橋より下流）

筏川周辺用排水樋門概要図

３

地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

明
治
改
修
以
前
の
用
・
排
水
状
況

　

干
拓
さ
れ
た
新
田
で
は
、
農
業
用
水
の

確
保
と
と
も
に
排
水
路
が
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。
明
治
改
修
以
前
の

当
地
域
に
は
佐
屋
川
と
木
曽
川
の
分
派
川

で
あ
る
筏
川
・
鍋
田
川
が
流
れ
て
い
ま
し

た
。
筏
川
は
、
木
曽
川
を
流
送
さ
れ
て
き

た
木
材
を
熱
田
白
鳥
の
貯
木
場
ま
で
運
ぶ

ル
ー
ト
と
し
て
重
要
な
河
川
で
、
河
口
付

近
に
は
木
材
を
一
時
留
め
置
い
て
、
風
待

ち
を
す
る
筏
場
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

内
陸
部
の
灌
漑
用
水
は
、
こ

れ
ら
河
川
か
ら
取
水
し
て
い
ま

し
た
が
、
南
部
の
海
岸
部
で
は
、

満
潮
時
に
筏
川・
鍋
田
川
の
う
わ

水
の
逆
潮
取
水（
比
重
の
重
い
潮

水
の
表
層
に
浮
い
た
川
の
水
を

取
水
す
る
）に
よ
っ
て
用
水
を
確

保
し
て
い
ま
し
た
。

　

排
水
は
、
海
岸
部
で
は
干
潮

時
に
樋
門
を
開
い
て
行
う
排
水

が
比
較
的
容
易
で
し
た
が
、筏
川・

鍋
田
川
に
排
水
し
て
い
た
内
陸
部
で
は
干

拓
の
進
展
に
伴
っ
て
排
水
状
況
が
悪
化
し

て
行
き
ま
し
た
。
明
治
一
四
年（
一
八
八
一
）

に
は
、
鍋
田
地
区
で
排
水
目
的
の
改
修
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
二
四
年

（
一
八
九
一
）
の
濃
尾
地
震
よ
っ
て
大
規
模

な
地
盤
沈
下
が
お
こ
り
、
地
域
の
排
水
状

況
は
さ
ら
に
悪
化
し
て
行
き
ま
し
た
。

佐
屋
川
・
筏
川
の
廃
川

　

木
曽
三
川
下
流
域
の
抜
本
的
な
治
水
対

策
と
し
て
行
わ
れ
た
明
治
改
修
に
よ
っ
て
、

明
治
二
四
年（
一
八
九
一
）
筏
川
分
派
点
が

締
め
切
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
河
口
に

は
逆
水
止
樋
門
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
筏
川
は
木
曽
川
か
ら
完
全
に
分
離

さ
れ
、
木
曽
材
流
送
の
機
能
も
な
く
な
り
、

筏
場
は
今
の
尾
張
大
橋
東
詰
に
移
転
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
筏
川
か
ら
取
水

し
て
い
た
両
岸
地
域
の
用
水
を
確
保
す
る

た
め
、
筏
川
の
両
岸
に
筏
川
東
西
用
水
路

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
屋
川
も
明
治
三
二
年（
一
八
九
九
）
分

派
点
が
締
め
切
ら
れ
、
翌
年
に
は
下
流
合

流
点
の
締
め
切
り
が
完
成
し
廃
川
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
佐
屋
川
か
ら
取
水
し

て
い
た
地
域
の
た
め
に
佐
屋
川
用
水
が
建

設
さ
れ
、
そ
の
排
出
先
は
筏
川
と
な
り
ま

し
た
。
弥
富
市
域
で
は
、
五
之
三
地
区
が

佐
屋
川
用
水
に
依
存
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
佐
屋
川
に
排
水
し
て

い
た
立
田
輪
中
が
排
水
先
を
失
っ
た
た
め
、

立
田
輪
中
の
中
央
を
流
れ
る
鵜
戸
川
を
南

に
延
長
し
て
鍋
田
川
に
排
水
す
る
こ
と
に

な
り
、
明
治
三
五
年（
一
九
〇
二
）
立
田
悪

水
路（
鵜
戸
川
延
長
）
と
中
山
樋
門
な
ど
の

施
設
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
排
水
計
画
は
、
木
曽
川
の
水
位
が
上
昇

し
て
い
た
こ
と
か
ら
失
敗
で
あ
っ
た
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
立
田
輪
中
は
、
鍋
田

川
へ
の
排
水
を
あ
き
ら
め
筏
川
に
排
水
先

を
変
更
し
、
筏
川
落
と
し
樋
門（
六
門
樋
門
）

を
造
り
、
さ
ら
に
排
水
を
円
滑
に
す
る
た

め
筏
川
河
口
の
逆
水
止
樋
門
を
増
設
し
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
経
緯
で
、
一
度
は
締
め
切
ら

れ
た
筏
川
が
、
海
部
郡
西
部
の
排
水
を
一

手
に
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

筏
川
最
上
流
部
に
位
置
す
る
六
門
樋
門
周

辺
に
は
多
く
の
樋
門
が
造
ら
れ
、複
雑
な

用
排
水
を
制
御
し
て
い
ま
し
た
。中
心
と

な
る
六
門
樋

門
は
、当
初
三

門
だ
っ
た
も

の
が
、立
田
輪

中
の
排
水
悪

化
に
伴
っ
て

明
治
四
五
年

（
一
九
一
二
）・

昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）

に
増
設
さ
れ



弥富揚水機場

筏川東岸用水路

木曽川用水・長良導水施設概要図
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地
域
の
治
水
・
利
水
施
設

て
六
門
と
な
り
ま
し
た
。

　

弥
富
市
域
の
排
水
は
、
日
光
川
水
系
宝

川
、
鍋
田
川
お
よ
び
筏
川
、
海
岸
部
で
は

直
接
伊
勢
湾
に
排
出
し
て
い
ま
し
た
が
、

地
盤
沈
下
な
ど
に
よ
っ
て
自
然
流
下
に
よ

る
排
水
が
困
難
と
な
る
地
域
が
多
く
な
り
、

明
治
時
代
の
後
半
に
は
排
水
機
が
設
置
さ

れ
機
械
排
水
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

筏
川
水
利
事
業

　

昭
和
一
九
年（
一
九
四
四
）
か
ら
二
〇
年

に
か
け
て
地
震
に
よ
る
地
盤
沈
下
が
著
し

く
、
筏
川
東
西
用
水
路
は
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
水
源
と
し
て
い
た

鍋
田
川
の
塩
分
濃
度
が
あ
が
り
、
営
農
に

影
響
す
る
危
険
性
が
で
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
、
取
水
口
を
木
曽
川

五
明
地
点
に
移
す
筏
川
土
地
改
良
事
業
が

計
画
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
は
、
長
年
の
懸

案
で
あ
っ
た
筏
川
用
排
水
問
題
の
解
決
と
、

五
明
地
区
お
よ
び
鍋
田
干
拓
地
の
用
水
確

保
を
目
的
と
し
て
、
五
明
取
入
樋
門
の
建

設
、
用
水
路
の
改
修
、
鍋
田
干
拓
地
ま
で

の
用
水
路
延
長
な
ど
を
行
い
、
昭
和
二
九

年（
一
九
五
四
）
に
開
始
、
昭
和
三
八
年

（
一
九
六
三
）
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
五
明
樋
門
か
ら
の
取
水
で
も

塩
害
の
不
安
は
解
消
さ
れ
ず
、
昭
和
四
二

年（
一
九
六
七
）
の
全
国
的
な
干
ば
つ
で
は
、

木
曽
川
河
川
流
量
が
減
少
し
た
た
め
五
明

取
水
口
で
塩
分
濃
度
が
上
昇
、
取
水
で
き

な
い
事
態
が
お
こ
り
ま
し
た
。

木
曽
川
用
水
事
業
計
画

　

こ
の
地
域

の
不
安
定
な

用
水
事
情
は
、

昭
和
五
二
年

（
一
九
七
七
）

の
木
曽
川
用
水

完
成
で
よ
う
や

く
解
消
さ
れ
ま

し
た
。

　

木
曽
川
用

水
計
画
の
き
っ
か
け
は
、
既
存
の
宮
田
・

木こ
っ
つ津・
羽
島
・
佐
屋
川
の
四
用
水
を
統
合

し
て
濃
尾
平
野
全
域
の
農
業
用
水
安
定
確

保
を
図
る
計
画
の
実
現
要
求
が
高
ま
っ

た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
こ
の
計
画
は
濃
尾

用
水
事
業
と
し
て
、
最
下
流
の
佐
屋
川
用

水
を
除
く
三
用
水
が
統
合
、
昭
和
三
三
年

（
一
九
五
八
）
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
濃
尾
用
水
事
業
に
参
加
し
な
か
っ
た

佐
屋
川
用
水
よ
り
下
流
の
地
域
で
は
濃
尾

用
水
第
二（
木
曽
川
用
水
）
事
業
を
計
画
し

ま
し
た
。

　

事
業
は
、昭
和
四
四
年（
一
九
六
九
）

に
施
工
決
定
が
下
り
、
昭
和
五
一
年

（
一
九
七
六
）
に
暫
定
通
水
、
翌
年

全
面
的
に
取
水
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
木
曽
川
用
水
の
完
成
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
弥
富
市
域
の
用
水
の

中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
筏

川
東
西
用
水
は
そ
の
役
割
を
終
え
ま

し
た
。

木
曽
川
用
水
の
機
能

　

木
曽
川
用
水
は
、
農
業
用
水
と
し
て
愛

知
県
愛
西
市・
弥
富
市・
稲
沢
市・
飛
島
村
、

三
重
県
桑
名
市
の
約
七
八
八
〇
ha
に
毎
秒

最
大
二
五・六
三
㎥
を
、
工
業
用
水
と
し
て
、

愛
知
県
に
毎
秒
最
大
六・三
㎥
、
三
重
県
に

毎
秒
最
大
七・〇
㎥
を
、
水
道
用
水
は
、
愛

知
県
に
毎
秒
最
大
一・六
㎥
、
三
重
県
に
毎

秒
最
大
一・〇
㎥
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

稲
沢
市
祖
父
江
町
馬
飼
に
建
設
さ
れ
た

木
曽
川
大
堰
か
ら
南
に
伸
び
る
海
部
幹
線

水
路
は
、
延
長
一
七・五
㎞
の
ほ
と
ん
ど
が

旧
佐
屋
川
用
水
敷
を
利
用
し
て
お
り
、
弥

富
市
を
流
れ
る
筏
川
東
岸
用
水
路・
筏
川
西

岸
用
水
路
は
、
旧
筏
川
東
西
用
水
路
敷
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
三
重
県
へ
の
送
水
は
、

弥
富
揚
水
機
場
で
揚
水
さ
れ
木
曽
川
水
管

橋
を
通
っ
て
送
ら
れ
ま
す
。

　

木
曽
川
用
水
の
ほ
か
、
弥
富
市
を
通
る

利
水
施
設
と
し
て
、
長
良
川
河
口
堰
の
水

を
知
多
浄
水
場
に
運
ぶ
長
良
導
水
事
業
の

弥
富
ポ
ン
プ
場（
長
良
川
か
ら
取
水
し
た
水

を
筏
川
取
水
場
ま
で
送
る
ポ
ン
プ
場
）
と

筏
川
取
水
場（
知
多
浄
水
場
へ
送
る
ポ
ン
プ

場
）
が
あ
り
ま
す
。

生
ま
れ
か
わ
っ
た
弥
富
市
の
農
業

　

長
い
年
月
を
か
け
て
干
拓
に
よ
っ
て
造

ら
れ
て
き
た
弥
富
市
の
農
業
は
、
用
水
の

確
保
・
円
滑
な
排
水
に
腐
心
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
木
曽
川
用
水
の
完
成
と
、

排
水
路・
排
水
機
場
の
整
備
に
よ
っ
て
、
か

つ
て
泥
田
と
呼
ば
れ
た
湿
田
は
乾
田
と
な

り
、
耕
地
の
集
団
化
も
進
ん
で
大
型
農
業

機
械
の
導
入
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
末

端
ま
で
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
さ
れ
年
間
を
と

お
し
て
二
四
時
間
供
給
さ
れ
る
用
水
は
、

水
稲
以
外
に
も
路
地
野
菜・
花
き・
畜
産
な

ど
を
計
画
的
に
生
産
す
る
新
し
い
農
業
へ

の
飛
躍
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

■
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そ
の
時
、な
に
が
起
き
た
か

　
　
　  

伊
勢
湾
台
風
の
爪
痕

そ
の
時
、な
に
が
起
き
た
か

　
　
　  

伊
勢
湾
台
風
の
爪
痕

　

昭
和
三
四（
一
九
五
九
）年
九
月
二

六
日
二
一
時
三
五
分
、伊
勢
湾
台
風

が
名
古
屋
港
に
最
も
接
近
し
た
時
刻

で
す
。戦
後
最
大
の
自
然
災
害
と
呼

ば
れ
た
伊
勢
湾
台
風
災
害
か
ら
五
〇

年
の
節
目
の
年
に
あ
た
っ
た
平
成
二

一（
二
〇
〇
九
）年
は
、こ
の
体
験
を

「
次
世
代
に
語
り
継
ご
う
」と
防
災
訓

練
・
写
真
展
・
講
演
会
・
追
悼
式
な

ど
多
く
の
行
事
が
各
地
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　

　

伊
勢
湾
台
風
の
特
徴
は
、類
を
見

な
い
気
圧
の
低
さ
と
強
風
、こ
れ
に

伴
う
異
常
な
高
潮
の
発
生
で
し
た
。

こ
の
た
め
被
害
は
、愛
知
・
三
重
両

県
の
伊
勢
湾
海
岸
部
が
最
も
激
甚
で

「
高
潮
災
害
」と
も
云
わ
れ
、愛
知
・

三
重
・
岐
阜
の
三
県
の
死
者
行
方
不

明
者
は
、四
、七
五
五
名
に
の
ぼ
り
全

国
の
死
者
行
方
不
明
者
の
九
三
％
に

達
し
ま
し
た
。こ
の
伊
勢
湾
台
風
と

は
ど
ん
な
台
風
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
、改
め
て
思
い
起
こ
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

伊
勢
湾
台
風
か
ら
五
十
年

激
甚
な
高
潮
災
害

　伊勢湾台風による家屋の全半壊戸数は、愛知・三重・岐阜の三県で 116，

680 戸と全国総計の 83％に達しました。そのなかでも高潮の直撃を受けた木

曽三川河口部の桑名郡木曽岬村（現木曽岬町）では全人口の 11％の人がなく

なり、桑名郡長島町（現桑名市長島町）では 35％の人が犠牲となった集落が

ありました。

行政区別死者行方不明者数

東海三県の家屋被害状況
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史
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史
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台
風
の
進
路
と
高
潮
の
発
生

大
き
な
高
潮
の
可
能
性

　

台
風
に
と
も
な
う
高
潮
の
大
き
さ
は
、
台

風
の
進
路
・
気
圧
・
風
速
に
よ
っ
て
決
ま

り
ま
す
。台
風
に
吹
き
込
む
風
は
反
時
計
回

り
で
す
か
ら
、
伊
勢
湾
で
は
台
風
が
湾
の
西

側
を
北
上
し
た
場
合
に
南
風
が
吹
き
続
け

高
潮
が
起
こ
り
ま
す
。台
風
史
上
で
は
伊
勢

湾
台
風
の
進
路
が
最
も
大
き
な
高
潮
を
発

生
さ
せ
る
進
路
で
し
た
が
、
高
潮
の
大
き
さ

は
、
風
に
よ
る「
吹
き
寄
せ
効
果
」と
気
圧
に

よ
る
「
吸
い
上
げ
効
果
」
に
よ
っ
て
生
じ
る

潮
位
偏
差
で
表
さ
れ
ま
す
。吹
き
寄
せ
に
よ

る
海
面
上
昇
は
風
速
の
自
乗
に
比
例
し
、
吸

い
上
げ
に
よ
る
海
面
上
昇
は
気
圧
が
一
hPa

低
く
な
る
と
約
一
㎝
上
昇
す
る
と
云
わ
れ

て
い
ま
す
。名
古
屋
港
で
最
高
潮
位
（
標
高
）

三
・
八
九
m
を
記
録
し
た
時
の
天
体
潮
は
〇
・

三
四
m
で
し
た
が
、
暴
風
に
よ
る
吹
き
寄
せ

と
低
気
圧
に
よ
る
吸
い
上
げ
に
よ
っ
て
三
・

五
五
m
の
潮
位
偏
差
が
発
生
し
、
未
曾
有
の

高
潮
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
名
古
屋
測
候
所
で
の
気
圧
は
九

六
〇
hPa
、風
速
は
三
〇
m/s
で
し
た
。我
が
国
に

は
、
伊
勢
湾
台
風
を
上
回
る
室
戸
台
風
や
枕

崎
台
風
の
経
験
が
あ
り
ま
す
。も
し
、こ
れ
ら

が
伊
勢
湾
台
風
の
進
路
を
通
過
し
た
と
す
る

と
、
伊
勢
湾
台
風
を
上
回
る
に
大
き
な
高
潮

が
発
生
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。ま
た
、最
近

の
研
究
に
よ
る
と
、
上
陸
地
点
が
伊
勢
湾
台

風
よ
り
や
や
西
側
で
北
側
寄
り
の
進
路
を

と
っ
た
場
合
が
、
伊
勢
湾
に
お
い
て
最
も
大

き
な
高
潮
が
発
生
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。

伊勢湾台風進路図

主要な三大台風諸元

台風名称 上陸年月日 上陸時気圧
(Hpa)

潮位偏差
(m)

2.9911.6

916.3

929

1934.09.21

1945.09.17

1959.09.26

2 以上

3.55

室戸台風

枕崎台風

伊勢湾台風

伊勢湾台風進路データ

名古屋港の験潮記録

気圧と風速の変化 気圧・風速と潮位偏差の関係

年月日時

905

910

910

920

920

940

965

985

135.8

134.8

134.5

134.5

134.9

136.1

138.9

140.3

24.8

26.5

28.0

29.7

32.0

35.0

38.9

40.5
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